
 

 

 

 

  

 

  「広瀬やな」の館内の風景、左売店・右飲食場 左より。片山氏、片山の奥様、大石さん 

 左より、波多野さん、山本氏、久連石氏 左より、筆者：脇所、大村振甫地域長、青野氏 

アユの料理に舌鼓、波多野さん、山本氏、久連石氏、片山氏 大石さんを囲んでの談笑場面 



 

 

 

 

 

ここの主人が養殖のアユを箱の中から網ですくい、竹のアユ落としに落として子供たちに手で取らせる仕組

みを見て、何と興ざめした事か。川から落ちて来る天然アユの掴み取りの風景ではなかった。 

には,些か興ざめする。川から落ちて来るアユ捕まえる仕組みでは全然なかった。 

写真の左側にはアユ落としのヤナが、右側矢作川 

 名鉄「浄水駅」下車し、すぐ傍に「おいでんバス」の乗車停留所があり、1時間 1本発のバスをしばし待つ 

昔鉄道が走っいたのか駅舎とレールがあった 


